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概要：近年では，投稿者のアイディアが詰まったレシピが閲覧できるサービスの楽天レシピが普及してい
る． また，本研究室では，音声インタラクションシステム構築ツールキットMMDAgentを用いた研究を
行っている．MMDAgent は，FST形式の対話シナリオを編集することでユーザが対話の内容を自由に構
成することができる．しかし，FST形式の対話シナリオの編集には知識が必要であり，一般ユーザが編集
するには困難である．簡単にユーザ生成できる方法として Google Blocklyを用いた編集システムが挙げら
れる．しかし，対話シナリオは対話の文脈に基づいた FST形式にのみ対応しており，料理に関する音声対
話を作成することは困難であった．この問題を解決するために，本論文では，料理レシピ共有サービスの
ための Google Blocklyの技術を利用した音声対話シナリオ編集手法を提案する．また，提案システムに基
づいて実装したプロトタイプシステムを用いて，評価実験を行った．その結果，提案システムを使用する
ことで，短い時間で簡単に，料理レシピの対話シナリオを作成や編集できることがわかった．さらに，提
案システムは，Webブラウザと比べて，必ずしも有用であるという結果にはならなかった．そのため，字
幕機能や自動スクロール機能などの改良が必要である．
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1. はじめに

近年では，楽天レシピやクックパッドなどのユーザ投稿
型レシピサイトが普及している．投稿されているレシピは
一般的な家庭料理からおせちやクリスマスなどのイベント
の料理，節約料理，健康を意識した料理など幅広いジャン
ルがある．また，近年，音声対話システムも普及されてい
る．音声対話システムは人間の発話を入力として，それに
対して応答を返す一問一答形式のシステムである．Siriや
Amazon Alexaがあり，一般ユーザに広く使われ始めてい
る．これに付随し，本研究室では，音声インタラクション
システム構築ツールキットMMDAgent[1]を用いた研究を
行っている．MMDAgentは，画面上に表示される 3Dキャ
ラクタと音声によって対話を行うことができる．また，対
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話シナリオを編集することにより，ユーザが対話の内容を
自由に変更することができる．対話シナリオは FSTと呼
ばれる有限状態遷移の形式で記述し，状態番号，次状態番
号，遷移条件，出力の 4つの項目を組とした行の集合で表
す．そのため，ユーザが編集するためには FST形式につい
て学習する必要がある．そこで，簡単にユーザ生成できる
方法として Google社が提供する Google Blocklyを用いた
編集システムが挙げられる．Google Blocklyはビジュアル
プログラミング言語の一つで，パズルのようにブロックを
組み合わせることで，プログラムを作成することができ，
命令文やコマンド名を覚えたり，打ち込んだりする必要が
ないという特徴がある．
一方，従来手法の対話シナリオは対話の文脈に基づいた

FST形式にのみ対応しており，料理に関する音声対話を作
成することは困難であった．さらに，料理は手作業で行う
ため，レシピサイトを見ながらスムーズに料理をすること
が困難である．また，既存システムを使用すると，公式の
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おすすめのレシピを自動的に選択され，作りたいレシピを
自由に選択し，音声対話で料理をすることができない．そ
こで，本研究では楽天レシピの投稿者が Blocklyを用いる
ことにより，簡単に料理レシピの音声対話シナリオを作成
や編集を行い、音声対話によってより料理をしやすくする
ことを目的とした料理レシピ共有サービスのための音声対
話シナリオ編集手法を提案する．提案手法のアプローチを
以下に示す．

アプローチ 1 Webから材料や手順などの情報を取得し，
Blocklyの形式に変換する機能を実装する．

アプローチ 2 料理の対話シナリオを記述するために，
Blockly で利用可能な料理ブロックを提案
する．

アプローチ 3 Blocklyの形式から FSTを作成する．

図 1 MMDAgent

2. 関連研究

EFDE[2] は，タブレット端末のタッチ操作で状態遷移
図を描くことにより，対話シナリオを作成できるシステム
である．データを入力することで手軽に対話シナリオを編
集することができるという点が本研究と同様である．しか
し，EFDEでは状態遷移図を描くことで対話シナリオを編
集しているが，本研究ではブロックを組み合わせることに
より対話シナリオを編集する手法を提案している．
MMDAE[3]とは，音声対話エージェントのためのWeb

ブラウザを用いたシナリオエディタである．対話シナリオ
をより簡単に扱うことができるという点では本研究と同様
である．しかし，MMDAEは FST形式で書かれた対話シ
ナリオを編集しやすいようなエディタであり，本研究では
FST形式より編集しやすい対話シナリオ編集システムを提
案している．
ブロック型ビジュアルプログラミング機能を有する音声

対話シナリオ編集システム [4]は，Google Blocklyを用い
ることで簡単に対話シナリオの作成や編集を行うことがで
きるシステムである．ブロックを使用することで対話シナ
リオの構造が見やすくなり，把握しやすいという点では本
研究と同様である．しかし，このシステムは対話の文脈に
基づく状態遷移にのみ対応しており，本研究では料理に関
する音声対話システムを提案している．
スマートグラスと音声対話による料理支援 [5]は，ハン
ドジェスチャ操作や音声認識による操作で，ユーザが料理
支援を受けるシステムを提案している．料理の音声対話シ
ステムを提案しているという点では本研究と同様である．
しかし，このシステムはシステム提案者があらかじめ対話
シナリオを記述しているが，本研究では誰でも対話シナリ
オを作成できるシステムを提案している．
ロボット対話と IoT 機器を活用したストレスフリーキッ

チンの提案 [6]は，ロボットの対話によって，料理中に発
生する待ち時間や片付けなどのストレスを解決するシステ
ムを提案している．料理の音声対話システムを提案してい
る点では本研究と同様である．しかし，このシステムはロ
ボットを活用しているが，本研究では 3Dエージェントを
使用しているシステムを提案している．
音声認識とジェスチャ機能を用いた料理者支援 [7] は，

Microsoft社の体感型インタフェース Kinectを用いて動き
の認識をし，ジェスチャ機能により料理者を支援するシス
テムを提案している．料理者を支援する点では本研究と同
様である．しかし，このシステムは料理を作るために最低
限必要な機能を実装しているが，本研究ではタイマー機能
など料理をする際に便利な機能を含めたシステムを提案し
ている．

3. 提案手法

3.1 提案システムの構成
提案システムの構成図を図 2に示す．

図 2 システム構成図
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提案システムとして，楽天レシピ取得機能，Blockly編
集機能，FST生成機能を実装した．まず，楽天レシピ取得
機能によってレシピを取得し，Blockly で使用する XML

ファイルを自動生成する．Blockly編集機能によって，料
理ブロックを用いて対話シナリオを作成する．FST生成機
能によって作成した対話シナリオを FSTファイルに変換
する．その後，出力し，MMDAgentで読み込み，料理作
成者と料理の音声対話をする流れとなる．

3.2 提案システムの機能
3.2.1 楽天レシピ取得機能
スペースの削除機能と単位変換機能を作成し，抽出機能
と組み合わせ，レシピの URLを入力することで，レシピ
をブロックに自動生成する機能である．
3.2.2 抽出機能
Javaの jsoupのライブラリを使用し，楽天レシピのレシ

ピ投稿文の中にある材料名と材料の大きさ，手順を抽出す
る機能である．jsoupは Javaで HTMLの解析や編集を行
うライブラリのことで，URLを指定することでWebブラ
ウザで指定した部分を抽出することができる．抽出部分を
図 3と図 4，図 5，図 6に示す．例えば，図 4のようにタグ
を指定することで，豚こま肉という値を抽出することがで
きる．材料の大きさ，手順も同様に取り出すことができる．

図 3 抽出部分例

図 4 材料名の HTML

図 5 材料の大きさの HTML

図 6 手順の HTML

3.2.3 スペース削除機能
抽出機能を使用して抽出したものを全角から半角に変換

し，半角のスペースを削除する機能である．この機能を使
用することで，Blocklyで使用するときにエラーを防ぐこ
とができる．
3.2.4 単位変換機能
スペース削除機能を使用した材料の単位を記号から日本

語に変換する機能である．レシピ投稿文には“g”や“1/4”
など記号や数字で表示されている場合がある．しかし，そ
の対話シナリオをメイちゃんに使用すると“ジー”や“1

スラッシュ 4”と発話し，不具合が生じる．そのため，“グ
ラム”や“4分の 1”と発話するようにした．

3.3 Blockly編集機能
料理ブロックを作成することで，料理に関する対話を誰

でも簡単に Blocklyで編集できる機能である．従来手法で
は，料理を音声対話に組み込むことを想定しておらず，料理
を扱うブロックが存在していなかった．そこで，Blocklyに
新たに料理ブロックを作成した．料理ブロックの作成には
Blockly Developer Tools を使用した．Blockly Developer

Toolsを図 7に示す．Blockly Developer Toolsでは，元と
なるブロックにブロックの名前，形，色などを記述する
と，ブロックのプレビューと JavaScript形式のブロックの
定義が表示される．命令コマンドのカテゴリごとにブロッ
クの色を分け，命令コマンドの意味を分かりやすい表現で
ブロックに記す．また，料理ブロックには以下の 5個のブ
ロックがある．

図 7 Blockly Developer Tools

3.3.1 手順と質問ブロック
Google BlocklyのMutators機能を利用する．Mutators

機能とは，ユーザが動的にブロックの形状を変更できる機
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能である．作成した手順と質問ブロックは図 8である．“ダ
イアログボタン”という青色の歯車のマークを押すと図 9

のように“Mutator UI”が表示される．“Mutator UI”内
の“手順”ブロックに“質問”ブロックを接続すると，図
10のように手順と質問ブロックが変化する．手順と質問ブ
ロックは手順の部分に手順の説明が挿入され，質問の部分
に料理用語がドロップダウン形式になっている質問ブロッ
クが挿入される．

図 8 手順と質問ブロック

図 9 “Mutator UI”の表示 図 10 手順と質問ブロック変形後

3.3.2 質問ブロック
ユーザの質問ブロックを図 11に，メイちゃんの質問ブ
ロックを図 13に示す．青色のユーザの質問ブロックには
定型文の料理用語がドロップダウン形式になっているブ
ロックであり，ピンク色のメイちゃんの質問ブロックには
定型文の料理用語の説明がドロップダウン形式になってい
るブロックである．ドロップダウン使用後のユーザ，メイ
ちゃんの質問ブロックを図 12と図 14に示す．レタスクラ
ブを参考にし，それぞれ 50音作成した．マウスで選択す
るためタイピングを減らすことができ，音声対話の作成を
より簡単にした．また，音声対話で質問できるため，料理
を中断することなくスムーズに料理することができる．質
問ブロックを使用するときは手順の説明から想定される質
問を考え，挿入する．

図 11 質問ブロック（ユーザ） 図 12 ドロップダウン使用後

図 13 質問ブロック（メイちゃん）

図 14 ドロップダウン使用後

3.3.3 時間と費用ブロック
時間と費用ブロックを図 15に示す．時間と費用ブロッ
クはレシピ投稿文に表示されている時間と費用を説明が入
るブロックである．これを使用することで時間と費用の説
明部分を一目で判断することができ，対話シナリオの構造
がわかりやすくなる．

図 15 時間と費用ブロック

3.3.4 材料ブロック
材料ブロックを図 16に示す．材料ブロックはレシピ投
稿文に表示されている材料の人数と材料の説明が入るブ
ロックである．これを使用することで材料の説明部分を一
目で判断することができ，対話シナリオの構造がわかりや
すくなる．

図 16 材料ブロック

3.3.5 レシピ画像またはURLブロック
レシピ画像または URLブロックを図 17に示す．レシ
ピ画像または URLブロックはレシピ画像またはレシピの
URLを入力することで画像やサイトを開き，表示するブ
ロックである．

図 17 レシピ画像または URL ブロック

3.4 FST生成機能
従来の FST生成機能を使用することで，それぞれの料
理ブロックに FSTを対応付ける機能である．
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3.4.1 質問ブロックを挿入した手順と質問ブロック
手順と質問ブロックのアルゴリズムを図 18と図 19に示
す．また，図 19に対応した遷移の場合分けを以下に示す．

パターン 1 状態A，X（繰り返しあり），Bと遷移する場合

パターン 2 状態 A，X（繰り返しあり），Q1，Bと遷移す
る場合

パターン 3 状態 A，X（繰り返しあり），Q1，X（繰り返
しあり），Bと遷移する場合

図 18 手順と質問ブロック

A

Q
1

X B
Q1

図 19 図 18 に対応した状態遷移図

3.4.2 時間と費用ブロック
時間と費用ブロックのアルゴリズムを図 20と図 21に示
す．この例では，状態 A，X（繰り返しあり），Bと遷移す
る．また，材料ブロックも同様のアルゴリズムである．

図 20 時間と費用ブロック

A X B

図 21 図 20 に対応した状態遷移図

3.4.3 レシピ画像またはURLブロック
レシピ画像または URLブロックのアルゴリズムを図 22

と図 23に示す．この例では，状態 A，X，Bと遷移する．

図 22 レシピ画像または URL ブロック

A X B

図 23 図 22 に対応した状態遷移図

3.5 データ構造
データ構造の構造図を図 24と図 25，図 26に，それぞれ

の説明を以下に示す．
図 24 料理ブロックが Blockly Developer Tools で

JavaScript データとして作成される．ブロックの名
前や形，色などを定義することができる．

図 25 図 24の JavaScriptデータを Blocklyで読み込み，
HTML形式に変換し，料理ブロックを表示させる．そ
のため，Blocklyで料理ブロックを使用できる．

図 26 図 25のブロックはMMDAgentでは利用できない．
そのため，料理ブロックを FST形式に変換し，FST

を料理ブロックに対応付けることで簡単に料理に関す
る FSTを生成することができる．

図 24 JavaScript

図 25 Blockly
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図 26 FST

4. プロトタイプシステム

システムの開発は,Windows10上で Eclipseの環境の下
で行い,プログラミング言語として Blocklyは JavaScript

を，楽天レシピ抽出機能では Javaを使用した．プロトタイ
プシステムは編集システムはWebブラウザ上で利用可能
でGoogle Crome97.0.4692.71で動作を確認した．また，作
成された料理の対話シナリオは MMDAgent version1.7[8]

で動作を確認した．プロトタイプシステムのイメージを図
27に，動作画面を図 28に示す．プロトタイプシステムは，
提案システムの料理レシピ共有サービスのための音声対話
シナリオ編集手法を実装した．

図 27 プロトタイプシステム

図 28 プロトタイプシステム動作画面（図は楽天レシピから引用）

5. 評価実験

実験の目的は，提案システムを使用することにより料理

がしやすくなったか，レシピの音声対話シナリオの作成や
編集が簡単になったかを検証することである．

5.1 評価実験 1(料理の音声対話の精度)

5.1.1 評価実験の方法
被験者（本学学生 8人）に，指定した楽天レシピをWeb

ブラウザと提案システムを使用して料理しやすいか想定し
てもらった．実験後，料理の工程ごとに 5段階のアンケー
ト評価を行った．順番に影響されないように，被験者をグ
ループ Aとグループ Bに分け，グループ Aは先にWebブ
ラウザを使用して評価実験を行い，その後，提案システム
を使用して行った．反対に，グループ Bは先に提案システ
ムを使用して評価実験を行い，その後，Webブラウザを使
用して行った．
5.1.2 指定したレシピ
使用したレシピを図 29と図 30に示す．今回は，包丁を

使う作業が多いレシピである野菜炒めと火を使う作業が多
いレシピであるオムライスを選択した．また，使用した野
菜炒めのレシピには“ざく切り”や“短冊切り”など料理
用語が説明文に出てくるのが特徴である．

図 29 野菜炒め

図 30 オムライス
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5.1.3 アンケート内容
Webブラウザを使用して料理しやすいか想定する場合

と，提案システムを使用する場合のそれぞれの場合につい
てアンケートに答えてもらう．アンケート項目として 5項
目を用意し，5段階評価を行う．1番から 4番は料理の過
程ごとに評価を行ってもらい，5番は最後に総評価として
行ってもらう．評価基準は，「1（当てはまらない），2（や
や当てはまらない），3（どちらとも言えない），4（やや当
てはまる），5（当てはまる）」である．アンケートの内容を
表 1に示す．

表 1 料理の音声対話の精度に対する評価項目
番号 質問内容
1 わかりやすい
2 使いやすい
3 スムーズに料理ができると感じた
4 手間であると感じた
5 また使ってみたい

5.1.4 結果と考察
各レシピのアンケートの解答結果を平均して棒グラフに
表したものを図 31と図 32に示す．

1
2
3
4
5

1 2 3 4 5

Web

図 31 野菜炒めのアンケート結果

1
2
3
4
5

1 2 3 4 5

Web

図 32 オムライスのアンケート結果

アンケートの結果を見ると，各レシピのどの評価項目に
ついてもWebブラウザを使用して料理をする方が良い評

価を得ていることがわかる．また，実験後のコメントでは，
「理解の助けになるというより，レシピを読んでいるだけの
ように感じた．」，「単純な工程なら音声で理解しやすいが，
複雑な説明の部分は難しく感じた．」といったコメントが見
られた．これは音声でレシピの手順を理解するよりも，画
像や文を見るほうが理解しやすいからだと考えられる．提
案システムではレシピを表示しながら料理の音声対話をす
ることができるが，レシピを見る際には手を使用してスク
ロールする必要がある．そのため，この結果を踏まえて，
レシピサイトの自動スクロール機能もしくは，MMDAgent

の画面に音声対話中の手順の画像や説明を添付する機能が
必要であると考えられる．また，MMDAgentの字幕機能
や自動生成でのパネル表示の機能も必要であると考えられ
る．一方，実験後のコメントの中には「手が空いてなくて
も使えるのはかなり便利」といった好印象のコメントも見
られた．この結果を踏まえて，提案システムを改良をする
ことで，料理をしやすくする目的を満たすことができると
考えられる．

5.2 評価実験 2(編集システム)

5.2.1 評価実験の方法
被験者（本学学生 8人）に，従来システムと提案システ
ムを使用して指定したレシピの対話を再現する対話シナリ
オを作成してもらった．作成にかかった時間と実験後に 5

段階のアンケート評価を行った．順番に影響されないよう
に，被験者をグループAとグループ Bに分け，グループA

は先に従来システムを使用して対話シナリオを作成し，そ
の後，提案システムを使用して作成した．反対に，グルー
プ Bは先に提案システムを使用して対話シナリオを作成
し，その後，従来システムを使用して作成した．
5.2.2 指定したレシピ
使用したレシピを図 29と図 30，図 33，図 34に示す．

図 33 ハンバーグ
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図 34 パンケーキ

今回は，野菜炒めとオムライスより手順の 1文が短いレ
シピであるハンバーグと材料の説明が短いレシピであるパ
ンケーキを選択した．また，4つのレシピを選択すること
でレシピによる差の有無も検証した．
5.2.3 アンケート内容
従来システムを用いて対話シナリオを作成するする場合
と，提案システムを使用する場合のそれぞれの場合につい
てアンケートに答えてもらう．アンケート項目として 5項
目を用意し，5段階評価を行う．評価基準は，「1（当ては
まらない），2（やや当てはまらない），3（どちらとも言え
ない），4（やや当てはまる），5（当てはまる）」である．ア
ンケートの内容を表 2に示す．

表 2 編集システムに対する評価項目
番号 質問内容
1 簡単である
2 対話シナリオが編集しやすい
3 対話シナリオが見やすい
4 与えられているブロックで足りている
5 直感的にできた

5.2.4 結果と考察
各レシピの平均作成時間を表 3に，アンケートの解答結
果を平均して棒グラフに表したものを図 35と図 36，図 37，
図 38に示す．

表 3 対話シナリオ作成時間
従来システム 提案システム

野菜炒め 10 分 43 秒 0 分 47 秒　
オムライス 12 分 01 秒 1 分 11 秒
ハンバーグ 11 分 22 秒 0 分 53 秒
パンケーキ 9 分 52 秒 0 分 54 秒

1
2
3
4
5

1 2 3 4 5

図 35 野菜炒めのアンケート結果

1
2
3
4
5

1 2 3 4 5

図 36 オムライスのアンケート結果

1
2
3
4
5

1 2 3 4 5

図 37 ハンバーグのアンケート結果

1
2
3
4
5

1 2 3 4 5

図 38 パンケーキのアンケート結果
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各レシピの対話シナリオの作成の平均時間を比較する
と，従来システムを使用する場合は 9分から 12分であっ
たが，提案システムを使用する場合は 47秒から 1分で約
10分の短縮となった．また，アンケートの結果をみると，
野菜炒めの 3番以外の評価項目については提案システムを
使用する方が良い結果を得られていることがわかる．これ
は，手順が多いくブロックが下に連なるため，このような
結果になったと考えられる．ブロックを縮小や拡大できる
説明をしていなかったため，Blockly使用時の詳細な説明
が必要であると考えられる．また，実験後のコメントでは
提案システムに対して，「すぐできた」，「簡単だった，使い
たい」といった好印象なコメントが見られた．これらの結
果から，提案システムを使用することで，レシピの音声対
話シナリオの作成や編集が簡単になったといえる．一方，
実験後のコメントの中には「簡単だが，初心者の人がソー
スコードを使うのは難しいと思う．」といったコメントも
見られた．この結果を踏まえて，レシピの URLをソース
として入力するのではなく，レシピ入力用のフォームを作
成する必要があると考えられる．

6. おわりに

本研究では，従来手法を拡張し，Google Blocklyを利用
したレシピ共有サービスのための音声対話シナリオ編集シ
ステムを提案し，その実現法について述べた．また，提案
システムに基づいたプロトタイプシステムを実装し，プロ
トタイプシステムを用いて評価実験を行った．
料理の音声対話の精度についての評価実験では，Webブ

ラウザを使用して料理をする手法と提案システムで料理を
する手法を比較した．5段階評価のアンケートではすべて
の項目でサイトを見ながら料理をする手法が高い評価を
得られた．このことから，レシピの自動スクロール機能を
作成するなど提案システムを改良することで，スムーズに
料理することができるシステムになることがわかった．ま
た，編集システムについての評価実験では，既存のブロッ
クを用いて料理の音声対話シナリオを作成する手法と提案
システムで料理の音声対話シナリオを作成する手法を比較
した．提案システムを使用することで，対話シナリオの作
成時間が約 10分の短縮となり，5段階評価のアンケートで
は「簡単である」，「対話シナリオが編集しやすい」という
項目において高評価が得られた．このことから，提案シス
テムを使用することで短い時間で簡単に，料理の音声対話
シナリオを作成や編集できることがわかった．
今後の課題として，料理の音声対話の精度についてはレ
シピの自動スクロール機能やMMDAgentの字幕機能，手
順の画像や説明のパネル表示を自動生成で行う機能の作成
が必要であると考える．また，編集システムについては，
レシピの URLをソースとして入力するのは初心者にとっ
てわかりにくいので，レシピ入力用のフォームを Blockly

に作成する必要があると考える．また，質問ブロックを挿
入するのは手間であるため，質問ブロックの自動生成も必
要であると考える．

参考文献
[1] 李晃伸， 大浦圭一郎， 徳田恵一， 魅力ある音声イン

タラクションシステムを構築するためのオープンソース
ツールキット MMDAgent，電子情報通信学会技術研究
報告.NLC， 言語理解とコミュニケーション，Vol.111，
No.364，pp.159-164，2011．

[2] Keitaro Wakabayashi, Daisuke Yamamoto, Naohisa
Takahashi, A Voice Dialog Editor Basedon Finite State
Transducer Using Composite State for Tablet Devices,
Computer and Information Science 2015, Studies in
Computational Intelligence, vol.614, pp.125-139, 2016.

[3] 西村良太, 山本大介, 打矢隆弘, 内匠逸. 音声対話エージェ
ントの ための web ブラウザを用いたシナリオエディタの
開発. マルチ メディア、分散協調とモバイルシンポジウ
ム 2013 論文集, Vol.2013, pp.1796～1799, 2013.

[4] 古市 瑞希, 山本 大介, 高橋 直久, ブロック型ビジュアルプ
ログラミング機能を有する音声対話シナリオ編集システ
ム, 情法処理学会論文誌デジタルコンテンツ, No. 8, Vol.2,
pp.1～15, 2020.

[5] 柴田翔平, 打矢隆弘, 内匠逸. スマートグラスと音声対話
による料理支援, 情報処理学会第 78回全国大会講演論文
集, No. 2016, Vol.1, pp.99～100, 2016.

[6] 佐野 芳樹, 神林 優河, 鈴木 優希, 渡部 智樹, 藤田 裕之, 関
家 一雄, 一色 正男, ロボット対話と IoT 機器を活用した
ストレスフリーキッチンの提案, 第 80回全国大会講演論
文集, Vol.1, pp.117～118, 2018.

[7] 杉本拓也,伊與田光宏,音声認識とジェスチャ機能を用い
た料理者支援, 第 76回全国大会講演論文集, Vol.1, pp.879
～881, 2014.

[8] MMDAgent version 1.7
http://www.mmdagent.jp/ （参照 2022-04-25）.

― 187 ―
© 2022 Information Processing Society of Japan



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles false
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 0
  /ParseDSCComments false
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo true
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts false
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialUnicodeMS
    /BookAntiqua
    /BookAntiqua-Bold
    /BookAntiqua-BoldItalic
    /BookAntiqua-Italic
    /BookmanOldStyle
    /BookmanOldStyle-Bold
    /BookmanOldStyle-BoldItalic
    /BookmanOldStyle-Italic
    /BookshelfSymbolSeven
    /Century
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CenturySchoolbook
    /CenturySchoolbook-Bold
    /CenturySchoolbook-BoldItalic
    /CenturySchoolbook-Italic
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /EstrangeloEdessa
    /FranklinGothic-Medium
    /FranklinGothic-MediumItalic
    /Garamond
    /Garamond-Bold
    /Garamond-Italic
    /Gautami
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Haettenschweiler
    /Impact
    /Kartika
    /Latha
    /LetterGothicMT
    /LetterGothicMT-Bold
    /LetterGothicMT-BoldOblique
    /LetterGothicMT-Oblique
    /LucidaConsole
    /LucidaSans
    /LucidaSans-Demi
    /LucidaSans-DemiItalic
    /LucidaSans-Italic
    /LucidaSansUnicode
    /Mangal-Regular
    /MicrosoftSansSerif
    /MonotypeCorsiva
    /MSReferenceSansSerif
    /MSReferenceSpecialty
    /MVBoli
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /Raavi
    /Shruti
    /Sylfaen
    /SymbolMT
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Tunga-Regular
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /Vrinda
    /Webdings
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /ZWAdobeF
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 200
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 1000
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 4.83300
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 200
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1000
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 4.83300
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 400
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 5.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create PDFs that match the "Required"  settings for PDF Specification 4.01)
    /JPN <>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


